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ま
ぼ
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し
の
ロ
シ
ア
皇
太
子
青
森
来
訪

【写真1】
皇太子の時代のニコライ（1889年）

【写真2】巡洋艦アゾフ（パーミャティ・アゾヴァ）号

ニコライの行程とシベリア鉄道

　

皇
太
子
の
ア
ジ
ア
漫
遊

　

１
８
９
１
年
５
月
、
ロ
シ
ア
政
府
は
ロ
シ

ア
極
東
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
シ
ベ
リ
ア
鉄

道
起
工
式
を
行
う
こ
と
を
計
画
し
ま
し
た
。

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
は
モ
ス
ク
ワ
―
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
間
約
９
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
結
ぶ
鉄
道

で
、
ロ
シ
ア
の
東
方
開
発
・
極
東
戦
略
を
担

う
重
要
幹
線
と
な
る
も
の
で
す
。
当
時
の
ロ

シ
ア
皇
帝
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
３
世
、
皇
太

子
は
ニ
コ
ラ
イ
で
し
た
。
22
歳
の
ニ
コ
ラ
イ

は
皇
帝
の
名
代
と
し
て
起
工
式
に
参
列
す
る

こ
と
に
な
り
、
皇
帝
の
勧
め
も
あ
っ
て
弟
の

ゲ
オ
ル
ギ
ー
親
王
と
と
も
に
海
路
ア
ジ
ア
諸

地
域
を
歴
訪
、
日
本
を
経
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
に
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
８
９
０
年
11
月
４
日
（
露
暦
10
月
23

日
）
、
ニ
コ
ラ
イ
は
首
都
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
を
出
発
、
陸
路
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を

訪
問
、
ト
リ
エ
ス
テ
で
御
召
艦
パ
ー
ミ
ャ

テ
ィ
・
ア
ゾ
ヴ
ァ
号
（
通
称
ア
ゾ
フ
号
【
写

真
２
】
）
に
乗
船
し
ま
し
た
。
ア
ゾ
フ
号
は

２
隻
の
随
従
艦
を
従
え
て
ギ
リ
シ
ア
を
訪
問
、

　

「
大
津
事
件
」
と
青
森

　

１
８
９
１
年
（
明
治
24
年
）
、
日
本
訪
問

中
の
ロ
シ
ア
皇
太
子
が
警
備
の
巡
査
に
襲
わ

れ
た
「
大
津
事
件
」
は
〈
政
府
の
犯
人
死
刑

要
求
に
対
し
、
大
審
院
長
・
児こ
じ
ま島

惟こ
れ
か
た謙

が
司

法
権
の
独
立
を
守
っ
た
出
来
事
〉
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
も
し
事
件
が
な
け
れ
ば
皇

太
子
（
ニ
コ
ラ
イ
【
写
真
１
】
）
が
青
森
を

訪
ね
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
人
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
『
新
青
森
市
史
』
通
史
編

第
３
巻
で
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
ロ
シ
ア
と
青

森
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
こ
で
従
兄
弟
の
ギ
リ
シ
ア
王
国
ゲ
オ
ル
ギ

オ
ス
親
王
が
加
わ
り
エ
ジ
プ
ト
・
ス
エ
ズ
運

河
か
ら
イ
ン
ド
洋
に
入
り
ボ
ン
ベ
イ
・
セ
イ

ロ
ン
島
な
ど
を
訪
問
、
中
国
の
香
港
・
広

東
・
上
海
を
経
て
日
本
に
向
か
い
ま
し
た

（
地
名
は
当
時
の
も
の
）
。
途
中
ゲ
オ
ル

ギ
ー
は
病
気
の
た
め
ボ
ン
ベ
イ
か
ら
帰
国
し

ま
し
た
。

　

ニ
コ
ラ
イ
と
ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
を
乗
せ
た
ア

ゾ
フ
号
は
１
８
９
１
年
４
月
27
日
に
長
崎
に

入
港
し
ま
し
た
。
日
本
政
府
は
こ
の
未
来
の

ロ
シ
ア
皇
帝
を
国こ
く
ひ
ん賓
待
遇
で
迎
え
る
こ
と
と

し
、
欧
州
体
験
と
ロ
シ
ア
皇
室
を
訪
ね
た
こ

と
の
あ
る
有あ
り
す
が
わ
の
み
や

栖
川
宮
威た

け
ひ
と仁
親し

ん
の
う王
を
接
待
役
に

任
じ
て
念
入
り
に
準
備
し
て
い
ま
し
た
。

　

長
崎
寄
港
の
際
は
接
待
役
と
し
て
随
伴
員

が
大た
い
れ
い
ふ
く

礼
服
正
装
で
端
艇
に
乗
り
出
迎
え
た
ほ

か
、
長
崎
県
知
事
・
海
軍
佐
世
保
鎮
守
府
司

令
官
・
艦
長
・
裁
判
所
長
・
検
事
長
・
税
関

長
等
が
大
礼
服
正
装
で
出
迎
え
、
盛
大
な
歓

迎
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
崎
市
も
独
自

に
歓
迎
の
緑
り
ょ
く
も
ん門
（
植
物
を
飾
り
付
け
た
仮
設

の
門
）
を
設
け
、
夜
は
赤
い
提
灯
を
並
べ
て

点
灯
し
、
花
火
を
打
ち
上
げ
る
な
ど
の
盛
大

な
歓
迎
を
行
い
ま
し
た
。
ニ
コ
ラ
イ
は
ゲ
オ

ル
ギ
オ
ス
と
と
も
に
長
崎
を
堪
能
し
た
よ
う

で
す
。

　

青
森
の
歓
迎
準
備
と
期
待

　

ニ
コ
ラ
イ
の
観
遊
予
定
地
と
し
て
は
長

崎
・
鹿
児
島
・
兵
庫
・
大
阪
・
京
都
・
神
奈

川
・
東
京
・
栃
木
・
宮
城
・
青
森
の
各
府
県

が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
当
初
東
京
か
ら
は
新

上海
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地
方
御
遊
覧
の
節
は
青
森
県
知
事
・
裁
判
所

長
・
検
事
長
・
歩
兵
第
五
連
隊
の
諸
兵
が
迎

送
す
る
こ
と
な
ど
を
関
係
者
に
指
示
し
て
い

ま
し
た
か
ら
、
長
崎
同
様
の
歓
送
迎
が
見
ら

れ
る
は
ず
で
し
た
。
青
森
県
は
県
を
あ
げ
て

煙
火
に
よ
る
歓
迎
、
県
産
品
の
贈
呈
な
ど
の

計
画
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
に
な
る
と
青
森
町
で
は
町
独
自
の
歓

迎
準
備
を
進
め
、
日
本
・
ロ
シ
ア
・
ギ
リ
シ

ア
の
国
旗
数
百
本
と
打
ち
上
げ
煙
火
数
十
発

を
発
注
、
礼
砲
代
わ
り
に
煙
火
を
打
ち
上
げ

よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
計
画

が
進
行
中
に
ニ
コ
ラ
イ
遭
難
の
悲
報
が
青
森

に
伝
わ
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

大
津
事
件

　

長
崎
遊
覧
を
終
え
た
ニ
コ
ラ
イ
一
行
は
鹿

児
島
で
歓
待
を
受
け
、
５
月
９
日
に
は
瀬
戸

内
海
を
航
海
し
て
神
戸
に
上
陸
、
列
車
で
京

都
に
向
か
い
ま
し
た
。
５
月
10
日
に
京
都
を

巡
り
、
11
日
に
は
大
津

に
入
り
、
琵
琶
湖
や
唐

崎
神
社
を
見
学
し
ま
し

た
。
京
都
に
戻
ろ
う
と

三
井
寺
を
出
発
し
た
直

後
、
警
備
の
巡
査
が
人

力
車
に
乗
っ
て
い
た
ニ

コ
ラ
イ
に
サ
ー
ベ
ル
で

斬
り
か
か
り
ま
し
た
。

ゲ
オ
ル
ギ
オ
ス
が
巡
査

を
追
っ
て
竹
の
杖
で
打

青森タイムトラベル ―まぼろしのロシア皇太子青森来訪

【写真3】浜町桟橋付近 
　当時の桟橋①は、正覚寺②の北の方角
にあった。

【写真4】青浦商会浦塩支店
　�日露戦争後、りんご輸出などに貢献
した。　木村学氏提供

の
１
９
０
４
年
９
月
に
モ
ス
ク
ワ
―
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
間
が
全
通
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

青
森
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
と
の
交
流
は
途
絶

え
て
し
ま
い
ま
す
。
日
露
戦
争
で
は
、
青
森

県
か
ら
は
歩
兵
第
五
連
隊
（
青
森
）
を
含
む

第
八
師
団
が
「
満
州
」
に
出
動
、
黒こ
っ
こ
う
だ
い

溝
台
会

戦
で
ロ
シ
ア
軍
を
押
し
返
し
、
日
本
軍
の
勝

利
を
招
き
「
国
宝
師
団
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

他
方
戦
局
を
有
利
に
導
く
た
め
に
日
本
は

樺サ
ハ
リ
ン太

に
出
兵
し
て
全
樺
太
を
占
領
し
ま
す
。

青
森
は
そ
の
兵へ
い
た
ん站
基
地
と
な
り
、
多
数
の
ロ

シ
ア
人
捕
虜
が
青
森
港
に
上
陸
し
て
、
各
地

の
収
容
所
に
送
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

日
露
戦
争
後
、
再
び
青
森
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
の
交
流
が
始
ま
り
ま
す
【
写
真
４
】
。

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
は
シ
ベ
リ
ア
横
断
の
玄
関

口
と
し
て
発
展
し
ま
す
。
青
森
港
は
貿
易
港

に
指
定
さ
れ
航
路
も
充
実
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
と
の
関
係
も
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

（『
新
青
森
市
史
』
通
史
編
執
筆
協
力
員　

荒

井
悦
郎
〈
埼
玉
県
立
越
谷
西
高
等
学
校
教
諭
〉
）

潟
を
経
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
向
か
う
予
定

で
、
皇
太
子
の
希
望
で
青
森
に
変
更
さ
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
は
遠
浅
で
大

型
船
の
接
岸
が
で
き
な
か
っ
た
新
潟
港
よ
り

も
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
近
い
青
森
港
【
写

真
３
】
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
東
京
―
青
森
間
の
行
程
の
細
部
は

未
定
で
、
日
光
や
松
島
を
観
光
し
て
青
森
入

り
す
る
計
画
を
検
討
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

日
本
鉄
道
（
後
の
東
北
本
線
）
は
ま
だ
盛
岡

ま
で
し
か
開
通
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ニ
コ
ラ
イ
訪
問
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
青
森

で
は
官
民
と
も
に
盛
大
な
歓
迎
の
準
備
に
入

り
ま
し
た
。
新
聞
は
日
本
鉄
道
の
青
森
延
伸
、

そ
れ
に
続
く
両
羽
鉄
道
（
奥
羽
本
線
）
建
設

計
画
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
起
点
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
と
の
航
路
開
設
な
ど
、
ニ
コ
ラ
イ
の
来

青
を
青
森
県
経
済
の
発
展
と
結
び
つ
け
て
論

じ
て
い
ま
す
。
政
府
は
ニ
コ
ラ
イ
の
青
森
出

港
時
に
は
威
仁
親
王
お
よ
び
接
伴
員
は
大
礼

服
正
装
で
端
艇
で
御
召
艦
ま
で
見
送
る
こ
と
、

ち
倒
し
、
２
人
の
人
力
車
夫
が
取
り
押
さ
え

ま
し
た
。
ニ
コ
ラ
イ
は
右
耳
上
部
を
斬
ら
れ

て
お
り
、
頭
蓋
骨
に
裂
傷
が
あ
り
ま
し
た
が
、

幸
い
に
も
軽
傷
で
し
た
。
京
都
で
侍
医
の
手

当
て
を
受
け
た
ニ
コ
ラ
イ
は
神
戸
に
碇
泊
し

て
い
た
ア
ゾ
フ
号
に
戻
り
ま
し
た
。

　

明
治
天
皇
は
急
遽
東
京
か
ら
駆
け
つ
け
、

神
戸
の
ニ
コ
ラ
イ
を
見
舞
い
ま
し
た
。
ロ
シ

ア
に
対
す
る
恐
怖
心
と
ニ
コ
ラ
イ
の
快
癒
を

願
う
気
持
ち
か
ら
、
政
府
・
個
人
を
問
わ
ず

多
く
の
見
舞
い
状
や
見
舞
い
品
が
ニ
コ
ラ
イ

の
も
と
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

５
月
18
日
、
ア
ゾ
フ
号
上
で
23
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
た
ニ
コ
ラ
イ
は
、
父
帝
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ル
３
世
の
指
示
に
従
っ
て
東
京
訪
問
を

中
止
し
、
翌
19
日
を
も
っ
て
帰
国
の
途
に
就

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
青
森
の
人
々
の
期

待
は
大
き
な
失
望
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
着
い
た
ニ
コ
ラ
イ
は

５
月
31
日
に
挙
行
さ
れ
た
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の

起
工
式
に
参
列
、
そ
の
後
３
か
月
ほ
ど
国
内

を
周
遊
し
て
首
都
に
戻
り
ま
し
た
。

　

ニ
コ
ラ
イ
２
世
の
即
位

　
　

・
日
露
戦
争
と
青
森

　

ニ
コ
ラ
イ
皇
太
子
は
１
８
９
６
年
11
月
、

病
没
し
た
父
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
３
世
の
後

を
継
い
で
皇
帝
に
即
位
し
、
ニ
コ
ラ
イ
２
世

を
名
乗
り
ま
す
。

　

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
は
バ
イ
カ
ル
湖
の
区
間
を

除
い
て
１
９
０
２
年
に
開
通
、
日
露
戦
争
中

①

②
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